
 

令和５年度の活動事業報告（案） 

 

  令和５年度の具体的な活動は次のとおり。 

 

Ⅰ．諸会議の開催 

 １．総会 

   第 48 回通常代議員総会 

   日時：令和５年７月 31日(月） 

   場所：岐阜県下呂市「下呂温泉 水明館」 

   内容：令和４年度活動報告・決算、令和５年度活動計画・予算、役員の改選 など    

※第 47 回全国稲作経営者現地研究会 inぎふ内で開催 

 

 ２．理事会 

 （１）第１回 

   日時：令和５年４月 18日（火） 

   場所：全国農業会議所会議室（WEB 併用） 

   内容：①賛助会員との連携と今年度活動方針について 

      ②政策提案（案）について など 

 

 （２）第２回 

   日時：令和５年５月 23日（火） 

   方法：全国農業会議所会議室（WEB 併用） 

   内容：①令和５年度代議員総会議案について 

②第 47 回全国稲作経営者現地研究会 inぎふについて など      

 

 （３）第３回 

日時：令和５年 10月３日（火） 

場所：主婦会館プラザエフ ９階「スズラン」（WEB 併用） 

    内容：①令和５年度下半期の活動について 

             ②小委員会の活動について 

       ③政策提言について 

       ④全国資材関係協議会の運営について など 

         

 （４）第４回 



日時：令和６年３月５日（火） 

場所：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」（WEB 併用） 

    内容：①令和６年度の活動計画について 

       ②政策提言について など 

 

 （５）臨時理事会 

日時：令和５年 12月 28 日（木） 

方法：書面開催 

    内容：賛助会員の入会申込について 

 

 ３．監事会 

   日時：令和５年７月４日(火） 

   方法：書面開催 

   内容：令和４年度の収支決算について 

   監事県：新潟県 福岡県  

  

 ４．経営技術委員会 

 （１）第１回 

   日時：令和５年８月 22日（火） 

   場所：全国農業会議所会議室（WEB 併用） 

   内容：①政策提言の検討方法について 

②経営技術セミナーの企画について など 

 

 （２）第２回 

   日時：令和５年 12月 20 日（水） 

      場所：主婦会館プラザエフ ８階「スイセン」（WEB 併用） 

      内容：①株式会社ゼンショーホールディングスからの情報提供 

      ②一般財団法人農政調査委員会 吉田 俊幸 理事長からの情報提供 

            ②政策提言について など 

 

 （３）第３回 

   日時：令和６年２月 22日（木） 

   場所：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」（WEB 併用） 

   内容：①株式会社ゼンショーホールディングスとの契約栽培について 

       ②政策提言について など 

 

 



 ５．経営技術委員会「経営技術セミナー」 

   日時：令和５年 10月４日（火） 

   方法：主婦会館プラザエフ（WEB 併用） 

   内容：①講演「規模拡大や環境配慮に対応するためのスマート農業技術」 

       農研機構 東北農業研究センター 水田輪作研究領域水田輪作グループ 

グループ長補佐 笹原 和哉 氏 

      ②今後の政策提言の検討内容について など       

  

Ⅱ．研究会の開催 

 １．研究会 

 （１）第 48回全国稲作経営者現地研究会 in ぎふ 

    日時：令和５年７月 31日（月）～８月１日（火） 

    場所：下呂温泉水明館 

    内容：①基調講演 

「日本の穀物ビジネスの可能性～㈱サラダコスモのグローバル戦略～」 

        株式会社サラダコスモ 代表取締役 中田 智洋 氏 

             ②事例発表 

「棚田地域におけるスマート農業による持続可能な農業生産の実践」 

             有限会社すがたらいす 代表取締役 中島 悠 氏 

             ③情報提供「土地利用型農業の展望について」 

       農林水産政策研究所 コンサルティングフェロー 窪山 富士男 氏 

       ④情報提供「稲作農業経営の展望～地域計画の策定を踏まえ～」 

       一般社団法人全国農業会議所 専務理事 稲垣 照哉 氏 

 

      【現地視察】有限会社すがたらいす、下呂温泉合掌村 

 

  （２）第 42回全国稲作経営研究会 

   日時：令和５年 12月 19 日（火） 

   場所：ビジョンセンター東京八重洲「Vision Hall」（WEB 併用） 

   内容：①「米政策を巡る情勢について」 

       農林水産省農産局 企画課 水田農業対策室長 梅下 幸弘 氏 

            ②「食料・農業・農村基本法の改正と関連する農地法制の改正を巡る情勢及び 

地域計画の策定について」 

       一般社団法人全国農業会議所 専務理事 稲垣 照哉 氏  

            ③「Rice Aid Project ～農業から医療まで、持続可能な社会の実現～」 

               東京医科歯科大学 難治疾患研究所・未病制御学 准教授 安達 貴弘 氏 

            ④「賛助会員からの情報提供」 



 

 （３）第 53回全国農業経営者研究大会・米政策分科会の開催 

   日時：令和６年２月２日（金） 

   場所：AP 東京八重洲 13階「A・Bルーム」（WEB 併用) 

      内容：①講演「望ましいコメ政策と米農業の対策」 

       キャノングローバル戦略研究所 研究主幹 山下 一仁 氏 

      ②全国稲作経営者会議 小委員会の活動報告 

       経営政策委員会、流通販売委員会、技術委員会、組織増強委員会 

 

 Ⅲ．青年部 

  １．役員会 

 （１）第１回 

   日時：令和５年４月 17日(月)  

   場所：全国農業会議所分室会議室（WEB 併用） 

   内容：①第 45 回若い稲作経営者研究会夏季研修会の内容 

②令和５年度の活動方針・活動計画の策定について など  

 

 （２）第２回 

   日時：令和５年 11月 6 日（月） 

   方法：全国農業会議所分室会議室（WEB 併用） 

      内容：①第 46 回若い稲作経営者研究会冬季研修会について 

      ②青年部全体会について など 

 

 （３）第３回 

   日時：令和６年２月 19日（月） 

   場所：名古屋クラウンホテル  

      内容：①第 46 回若い稲作経営者研究会冬季研修会の運営について 

②令和６年度の夏季研修会 など 

 

２．相互研さん・研修活動 

 （１）第 45回若い稲作経営者研究会 夏季研修会 

    日時：令和５年７月 12日（水）～13日（木） 

    場所：新潟県三条市「燕三条ワシントンホテル」 

    内容：①講演「現状の経営に至る道のりと今後の農業の形について」 

           株式会社舞台ファーム 代表取締役 針生 信夫 氏 

       ②賛助会員からの情報提供 

 



 （２）令和５年度全体会 

   日時：令和５年 12月 18 日（月） 

   場所：主婦会館プラザエフ 地下２階「クラルテ」（WEB 併用） 

   内容：協議 

      水田雑草テーラーメイド防除、各県組織の取り組み、関心事項 など 

 

 （３）第 46回若い稲作経営者研究会 冬季研修会 

   日時：令和６年２月 19日（月）～20日（火） 

   場所：名古屋クラウンホテル ６階「紬の間」 

   内容：①講演「トヨタ生産方式を活用した農業経営の生産性向上対策について」 

      オフィス山謙 トヨタ式農家改善 pro 代表 山屋 謙二郎 氏 

      ②ワークショップ「トヨタ生産方式 現場活用の考え方」 

            ③賛助会員からの情報提供 

   現地視察：株式会社戸倉トラクター（愛知県愛西市） 

 

Ⅳ．関係機関・団体等との連携 

（１）新潟県稲作経営者会議会長の山波剛氏が、食料・農業・農村政策審議会委員ととも

に、食糧部会、農業保険部会、農業農村振興整備部会の各部会委員を務めた。 

 

（２）岩手県認定農業者連絡協議会稲作部会の菅原紋子氏が食料・農業・農村政策審議会

食糧部会の臨時委員を務めた。 

 

（３）全国稲作経営者会議の会長として古谷正三郎氏がスマート・オコメ・チェーンコン

ソーシアム役員会並びに幹事会に出席した。 

 

（４）宮城県稲作経営者会議会長の髙橋文彦氏、新潟県稲作経営者会議理事の山嵜哲志氏

が米産業活性化のための意見交換委員を務めた。 

 

（５）山形県稲作経営者会議副会長の井上貴利氏、滋賀県稲作経営者会議の田口健一郎

氏が米の将来価格に関する実務者勉強会委員を務めた。 

 

（６）茨城県稲作経営者会議副会長の横田修一氏が農産物検査規格検討会委員を務めた。 

 

（７）公益社団法人米穀安定供給確保支援機構が実施する「米取引動向に関するアンケ

ート調査」に協力した。 

 

（８）公益社団法人日本農業法人協会主催の 「次世代農業サミット」について後援を行っ



た。 

 

Ⅴ．調査・研究、情報活動等の実施 

  いなけい通信 vol.19 を発行した。その他、農林水産省からの通知や賛助会員からの

情報提供等を県組織やメルマガを通して周知した。 

 

Ⅵ．入会の申し出（賛助会員） 

  ①三井化学クロップライフソリューション株式会社（令和５年 10 月３日理事会で承認） 

  ②株式会社クリスタルライス（令和６年 12月 28 日臨時理事会（書面）で承認） 

 

Ⅶ.退会の申し出（賛助会員） 

   なし       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




